
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月７日（金）３年生を対象に高校の先生方が来て授業をする「出前授業」が行われました。

（右の表のとおり）授業をしていただいたのは、福岡県立若松高等学校、福岡県立折尾高等学校、

福岡県立八幡工業高等学校、折尾愛真高等学校の先生方です。３年生のみなさんの進路希望と

は違う講座もあったと思いますが、「高校での学び」を知るよい機会になったのではないでしょうか。 

これからみなさんは具体的に高校等を決めていきます。高校等を決めると同時に、その先のこと

も視野に入れて考えていくことが大切です。 

【保護者のみなさまへ～出前授業（体験入学・オープンスクール等）の意義とは～】 

一人の人間の成長を考えた場合、小学校から中学校、中学校から高等学校などの学校間の移

行には連続性があり、このような発達の段階に応じた継続的かつ体系的なキャリア教育の充実を

図るためには、学校種間の円滑な連携・接続を図ることが重要です。 

これまで、学校間連携の取組が不十分にとどまってきたことにより、生徒個々のもつ不確かな情

報や、教師の教え方や生徒への接し方のギャップなどから起こるとされる進学時の不適応（いわゆ

る「中１ギャップ」や高校１年生の中途退学者の問題「高１プロブレム」）など、見過ごすことのでき

ない問題が生じています。学校間の連携は、このような課題を解決する上でも重要なものです。 

 中学校、高等学校共に、異なる学校種の活動についての理解を深め、その理解を前提とした系統

性のあるカリキュラムを作成することが必要です（いわゆるキャリア教育）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校時 ３年１組 ３年２組 多目的室 視聴覚室 理科室 

１校時 国語 

若松高校 

（鐘ヶ江先生） 

数学 

若松高校 

（中本先生） 

保育 

折尾高校 

（藤村先生） 

商業 

折尾高校 

（田代先生） 

 

２校時 社会 

若松高校 

（和田先生） 

 英語 

若松高校 

（松崎先生） 

被服 

折尾高校 

（白石先生） 

理科 

若松高校 

（甲斐先生） 

３校時  製菓 

折尾愛真高校 

（浦田先生） 

（藤井先生） 

土木 

八幡工業高校 

（鹿島先生） 

 

  

４校時 看護 

折尾愛真高校 

（福田先生） 

保育 

折尾愛真高校 

（古端先生） 

美容 

折尾愛真高校 

（赤﨑先生） 

福祉 

折尾愛真高校 

（西原先生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの高校の先生方からも「３年生の授業に臨む姿勢がすばらしいですね」とお褒めの言葉をい

ただきました。これから勉強が大変ですが、自分の夢の実現（夢現）に向けて、「チーム３年生」で

頑張っていきましょう！ 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

３年生高校出前授業を行いました！ 

 

＜生徒にとっての効果＞ 

○ 子ども自身が進学する学校についての情報を収集することで、不安が解消され、新しい生

活環境に対して、円滑に適応することができるようになる。また、自分自身の将来についての

視野が広がり、学習意欲の向上や生活全般の向上にもつながる。 

＜学校や教職員にとっての効果＞ 

○ 学校間での連携を図ることで、生徒の発達の段階を十分に考慮し、見通しをもった指導の

一貫性や系統性が図れる。また、教育課程等の連携を図ることで、計画的・継続的な学習指導

や生徒指導が展開できる。 

○ 学校間で授業交流を行うことで、各教科や領域の学習を通じて指導内容や指導方法を共有

することができるようになる。また、異校種の教職員が互いの良さを取り入れることで、相互

の指導の幅が広がり、教職員の意識改革にもつながる。 


